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＜パートナーシップ＞

☑

☐

☐

☐

☑

☐

☐

☐

☑

三側面
（分野に☑）

安全な工事施工を行い、事故ゼロを達成した。
玉掛け技能講習や2級土木施工管理技士の取得支援をし
無事に達成できた。

・安全な工事施工率
　→100％継続実施
・本業に繋がる資格試験取得支援
　→2023年10件

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

・時間外労働
　　→2023年度30時間削減（2020年
度比）
・ボランティア参加
　　→2023年までに累計7回

現在そして未来に向け安全で事故ゼロの施工に努めます
・安全な工事施工率　100％実施
・本業に繋がる資格試験取得支援
2023年までに9件

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

・ペーパーレス化推進
2023年30％削減（2020年度比）
・エコアクション21
2023年までに取得

ペーパーレスについては、会社の書類をクラウド管理
（LINEWORKSDrive）や会議時のモニター使用等によ
り31％削減できた。
エコアクション２１は、担当者が新型コロナに感染するなど
で達成できなかった。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・時間外労働
年間10時間削減（2020年度比）
・ボランティア参加
2023年までに累計6回
（現場周辺の清掃除く）

前期の指標に対する実績

人・社会・自然環境との共存に努めます

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

勤怠システムの導入により、正確な勤務時間の把握がで
き、30時間削減できた。
年に1度のボランティア清掃（南阿蘇村管理エリア）だけで
なく、建設業協会の植樹・清掃ボランティア等にも参加し
たことで目標を達成できた。

私たちは、目標17「パートナーシップで目標を達成しよう」を実践するため、これまで以上にお客様、お取引業者、
業界団体、社員、金融機関、自治体等、すべてのステークホルダーの皆様とのパートナーシップを強化していきま
す。これまで培ってきた信頼と高い技術をもって地域の社会の課題解決と経済の活性化を図ることで、持続可能
な社会づくりに貢献してまいります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

・ペーパーレス化推進
　→2023年31％削減（2020年度比）
・エコアクション21
　→2023年まで未取得

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

社員一丸となって環境保全に努めます

社会

経済

環境

現在そして未来に向け安全で事故ゼロの施工に努めます

・安全な工事施工率
2023年100％実施→2026年まで継
続実施
・本業に繋がる資格試験取得支援
2023年10件→2026年までに12件
・ブライト企業の認定継続
2023年認定取得→2026年度継続

社会

経済

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当
する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時
（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

社員一丸となって環境保全に努めます

・エコアクション21
2023年未取得→202６年までに取得
・ボランティア参加
2023年累計7回→2026年までに9回
・計画書策定
2023年未策定→2026年までに策定
エコ通勤環境配慮計画書制度・事業活動
温暖化対策計画書制度

社会

経済

環境

人・社会・自然環境との共存に努めます

・有給休暇取得率
2023年30％→2026年までに55％
・雇用人数
2023年2名→2026年までに3名
・健康経営優良法人の認定継続
2023年度認定済み→2026年度まで
毎年継続認定

事業者名 株式会社南陽建設　

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

株式会社南陽建設はすべてのお客様の満足度向上及び地域社会からの高い評価と信頼を得るため、品質・価格・
納期に拘り、卓越した高い水準でのサービスを提供いたします。
本業を通じた地域の社会課題解決と経済活性化の両立を目指し、社員一丸となって持続可能な社会の実現に貢
献してまいります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


